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ゴールを目指して ～誇りに思える学校～ 

     校長 安齋 直美 

今日の修了式で、各学年の代表者へ修了証書を渡しました。保護者の皆様におかれまして

は、この１年間、本校の教育活動にご理解・ご協力いただき感謝申し上げます。修了式にあ

たり、４月の始業式で伝えた２つの話を振り返りました。 

① 学校目標「文武両道 質実剛健」のもと、一人一人が、勉強も部活動も（その他習い

事、広くとらえるなら生徒活動、清掃、行事等勉強以外のこと)、一生懸命取り組み、

飾らず、まじめに、たくましい生徒になってほしいという話です。 

振り返って、得意・不得意、好き・嫌いはあるにしても、本校の生徒たちは、何事 

にも一生懸命取り組み、飾らず、まじめ、たくましく努力しようとする素晴らしい 

生徒の集団だと思います。 

②  校訓「自律・創造・協学」に関わる話でした。３７年前の開校当時からある、建 

物でいうと基礎部分の土台にあたる言葉。それになぞらえて 

＊自律：「笑顔で元気に挨拶すること」 

＊創造：「自ら進んで学ぶこと」 

＊協学：「心も体も健康で、自分自身や仲間を大切すること」 

の３つを意識して生活してほしいという話です。これも多くの生徒たちが大変よく 

努力したと思います。 

 

このように自信をもって言える理由は、先日の卒業式の生徒たちの姿にあります。卒業式

という「今年度最後で最大の学校行事」を最高のものにするため、それぞれの立場で、精一

杯準備や練習をしていました。それを支える教職員。合唱、礼法、人としての思いや振る舞

いのひとつひとつ。当日の卒業式の姿は今年度の本郷中の集大成だったと感じ、誇りに思い

ます。 

 

4月になると新入生を迎え、2年生は最上級生に、1年生は 

中堅学年として先輩になります。求められる行動や責任も大 

きくなります。自覚をもって、先日卒業した立派な先輩方を 

乗り越えるつもりで、The Pride of HONGO、 誇りの持てる学 

校にしてほしいと願っています。短い春休みですが、安全安 

心に過ごせますようご家庭での見守りをよろしくお願いいた 

します。１年間ありがとうございました。 
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第 35回卒業証書授与式 ３月１１日（火） 

 多くの来賓の方々をお迎えし、卒業証書授与式が盛大に行われました。卒業

生に関係した先生を始めとして、小学校の担任の先生方などからたくさんの 

温かい祝電をいただきま

した。 

 在校生や保護者の方々

の間を、３年間共にした

仲間と肩を並べて卒業生

は入場しました。そし

て、いよいよ卒業生の手

に卒業証書が渡されました。担任の先生による想いのこもった呼名に答えるように、３年間の集大

成としての卒業生の返事と姿はとても立派でした。 

 在校生送辞では、委員会や部活動などでの思い出や

行事での卒業生の姿を振り返るとともに、幕張本郷中

のバトンを引き継ぐ決意が語られました。 

 送別の歌では、「旅立ちの日に」を合唱しました。３

つのパートが掛け合いのように歌われていき、すべて

が合わさったときには在校生の頼もしさが感じられま

した。 

 卒業生答辞では、３年間の出来事や思い出を振り返り、楽しかったことだけでなくぶつかり合っ

たことがたくさんあったことが語られました。この幕張本郷中で何を学んできたのか、どのように

過ごしてきたのかということがよく感じられました。 

在
校
生
送
辞 

（
前
略
）
先
輩
た
ち
の
一
番
素
敵
な
と
こ
ろ

は
暖
か
さ
で
す
。
そ
れ
に
気
付
い
た
の
は
三

年
生
を
送
る
会
で
の
先
輩
た
ち
の
姿
で
し

た
。
こ
の
会
を
全
力
で
楽
し
も
う
と
す
る

姿
を
み
て
、
そ
ん
な
温
か
い
先
輩
た
ち
だ

か
ら
こ
そ
大
好
き
な
ん
だ
、
本
気
に
な
っ
て

送
り
出
そ
う
と
思
っ
て
い
た
ん
だ
と
痛
感

し
ま
し
た
。
私
た
ち
も
こ
ん
な
先
輩
に
な

り
た
い
で
す
。 

 

今
ま
で
の
思
い
出
の
一
部
を
振
り
返
っ
た

だ
け
で
、
た
く
さ
ん
の
場
面
で
支
え
ら
れ
、

助
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

文
武
両
道
と
い
う
学
校
目
標
や
様
々
な

人
に
影
響
を
与
え
る
感
化
と
い
う
学
年
目

標
の
通
り
の
学
年
で
し
た
。
私
た
ち
も
仲

間
と
団
結
し
、
よ
り
良
い
学
校
生
活
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
先
、
く
じ
け
そ
う
な
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
は
、
私

た
ち
在
校
生
が
応
援
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ

の
幕
張
本
郷
中
学
校
で
過
ご
し
た
日
々
を

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
先
輩
方
、
今
ま
で

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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 また、卒業の歌では「僕のこと」を合唱しました。卒業生のたくさんの想いが込められ、明るく

前向きに新たな環境へと進んでいこうとしていく様子が伝わりました。 

 最後に、全校合唱で「大地讃頌」を合唱し、広大な大地のようにアリーナ全体に力強い歌声が響

き渡りました。そして、会場全体に響く盛大な拍手の中で、晴れやかな表情をした卒業生は見送ら

れました。 

 さて、３年生が卒業して早２週間が経とうとしています。１年生の皆さんは先輩に、２年生の皆

さんは最上級生となります。３年生から引き継いだ幕張本郷中のバトンをつないでいき、来年度も

皆さんの活躍が見られることを期待しています。 

 

４月上旬の行事予定   ※変更になる場合もあります。 

月 日 曜 行  事 

４ 

７ 月 着任式 始業式 入学式準備 

８ 火 入学式 新入生歓迎会リハーサル  

９ 水 新入生歓迎会（３・４校時） 

１０ 木 給食開始 防災訓練（６校時） 

１１ 金 発育測定 専門委員会 

１４ 月 個人写真撮影 ネットモラル教室 

１５ 火 仮時間割開始日 市教研 

 

卒
業
生
答
辞 

 

本
気
で
怒
ら
れ
、
本
気
で
遊
び
、
本
気
で
考
え
、
本
気
で

学
校
を
変
え
よ
う
と
過
ご
し
て
き
た
毎
日
。
仲
間
と
共
に
成

長
し
続
け
た
時
間
。
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
受
け
た
日
々
。
失

敗
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
し
た
瞬
間
。
時
に
は
辛
く
不
安
に
な

る
日
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
の
瞬
間
も
幸
せ
だ
と
思

え
た
の
は
、
か
け
が
え
の
な
い
人
た
ち
が
い
た
か
ら
で
す
。 

（中
略
） 

「
友
達
」
三
年
間
、
一
緒
に
過
ご
し
て
き
た
み
ん
な
。
悲
し
い

時
に
は
一
緒
に
泣
き
、
嬉
し
い
時
に
は
思
い
っ
き
り
笑
い
あ
え

る
か
け
が
え
の
な
い
存
在
。
み
ん
な
と
の
何
気
な
い
話
が
楽
し

く
て
学
校
に
き
て
い
た
。
時
に
は
、
本
音
で
ぶ
つ
か
り
合
い
、

お
互
い
を
理
解
し
て
一
緒
に
成
長
し
て
き
た
ね
。
み
ん
な
の

お
か
げ
で
「
人
間
関
係
」
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
学

校
生
活
が
楽
し
い
と
思
え
た
。
本
気
で
馬
鹿
な
こ
と
を
し
た

日
々
、
本
気
で
誰
か
を
好
き
で
い
た
日
々
。
何
に
も
代
え
ら

れ
な
い
時
間
を
あ
り
が
と
う
。 

 

学
校
と
い
う
場
所
。
本
気
で
怒
ら
れ
、
本
気
で
遊
び
、
本
気

で
考
え
、
本
気
で
学
校
を
変
え
よ
う
と
過
ご
し
て
き
た
毎

日
。
本
気
で
過
ご
し
た
か
ら
こ
そ
、
思
い
通
り
に
い
か
ず
に
挫

け
、
悔
し
く
て
涙
で
頬
を
濡
ら
し
た
日
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
と
同
時
に
、
喜
び
も
は
か
り
し
れ
な
い
も
の
で
し
た
。
長
い

人
生
の
中
の
た
った
三
年
、
こ
の
一
瞬
と
も
言
え
ぬ
日
々
の
中

で
、
最
高
の
仲
間
、
最
高
の
先
生
方
に
出
会
い
ま
し
た
。
私
た

ち
の
三
年
間
は
幸
せ
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
大
切
な
仲
間
た

ち
と
明
日
に
希
望
を
抱
き
、
新
た
な
代
に
想
い
を
託
し
、
今

日
私
た
ち
は
幕
張
本
郷
中
学
校
を
卒
業
し
ま
す
。 

 


